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日
本
現
存
支
那
鐘
鐘
銘
集
成
稿
補
遺
社
会
科
教
育
講
座
東
洋
史
研
究
室
石
田
肇
一
筆
者
は
拙
稿
「
日
本
現
存
支
那
鐘
研
究
序
説
」（『
梵
鐘
』
創
刊
号
、
平
成
六
年
十
一
月
）
で
、
日
本
に
現
存
す
る
支
那
鐘
す
な
わ
ち
中
国
で
鋳
造
さ
れ
た
梵
鐘
に
関
わ
る
日
本
で
の
研
究
史
な
ら
び
に
研
究
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
述
べ
、
当
時
知
り
得
た
四
十
三
口
の
支
那
鐘
の
一
覧
表
を
示
し
た
。
つ
い
で
「
日
本
現
存
支
那
鐘
鐘
銘
集
成
稿
（
上
）」（『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
人
文
・
社
会
科
学
編
第
四
四
巻
、
平
成
七
年
三
月
）、「
同
（
中
）」（『
同
』
人
文
・
社
会
科
学
編
第
四
五
巻
、
平
成
八
年
三
月
）、「
同
（
下
）」（『
同
』
人
文
・
社
会
科
学
編
第
四
六
巻
、
平
成
九
年
三
月
）
で
は
そ
の
後
の
知
見
も
ふ
ま
え
て
鐘
銘
の
集
成
稿
を
報
告
し
た
。
小
稿
は
こ
れ
ら
に
続
く
補
遺
で
あ
る
。
ま
た
拙
稿
「
日
本
現
存
支
那
鐘
将
来
の
経
緯
｜
日
中
近
代
交
渉
史
の
一
面
｜
」
（『
社
会
文
化
史
学
』
第
三
七
号
、
平
成
九
年
八
月
）
で
は
支
那
鐘
将
来
の
経
緯
を
分
析
し
、?
日
本
現
存
支
那
鐘
一
覧
（
一
）
有
紀
年
?
は
【
一
】
番
〜【
三
五
】
番
を
、?
日
本
現
存
支
那
鐘
一
覧
（
二
）
無
紀
年
?
は
【
五
一
】
番
〜【
五
三
】
番
を
、
?
日
本
現
存
支
那
鐘
一
覧
（
三
）
部
分
?
は
【
六
一
】
番
を
、?
現
在
所
在
不
明
鐘
?
は
【
七
一
】
番
〜【
七
四
】
番
を
、?
戦
時
供
出
鐘
?
は
【
八
一
】
番
を
、?
佚
亡
鐘
?
は
【
九
一
】
番
〜【
九
二
】
番
の
計
四
十
六
口
を
分
類
し
た
。
こ
れ
ら
報
告
を
発
表
し
て
か
ら
既
に
十
年
以
上
た
ち
、
こ
の
間
に
日
本
の
支
那
鐘
に
つ
い
て
の
新
た
な
知
見
を
得
、
ま
た
支
那
鐘
研
究
に
関
わ
る
新
し
い
動
向
も
見
ら
れ
た
の
で
、
ま
ず
は
研
究
動
向
に
つ
い
て
記
し
、
つ
い
で
補
遺
を
報
告
す
る
こ
と
に
し
た
い
。二
日
本
で
の
梵
鐘
研
究
は
坪
井
良
平
や
加
藤
諄
ら
先
達
の
の
ち
、
多
く
の
研
究
者
が
あ
ら
わ
れ
る
と
と
も
に
、
従
来
の
歴
史
史
料
と
し
て
、
あ
る
い
は
文
字
資
料
と
し
て
鐘
銘
を
取
り
あ
げ
る
研
究
方
向
、ま
た
工
芸
品
と
し
て
取
り
あ
げ
る
以
外
に
、
音
響
学
、
鋳
造
学
な
ど
、
多
方
面
か
ら
梵
鐘
を
分
析
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
動
向
に
あ
っ
て
、
日
本
古
鐘
研
究
会
は
会
誌
『
梵
鐘
』
を
二
十
号
ま
で
刊
行
し
、
（
１
）
ま
た
鋳
造
遺
跡
研
究
会
は
梵
鐘
の
鋳
造
遺
跡
を
と
り
あ
げ
、
梵
鐘
を
鋳
造
学
の
視
点
か
ら
分
析
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
学
会
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
と
評
価
し
え
よ
う
。
一
方
、
立
正
大
学
博
物
館
に
は
撫
石
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
蔵
さ
れ
、
（
２
）
こ
の
中
に
は
支
那
鐘
を
は
じ
め
と
す
る
梵
音
具
も
多
く
あ
り
、
今
後
、
こ
の
博
物
館
は
日
本
で
の
梵
鐘
研
究
の
中
心
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
梵
鐘
研
究
は
日
本
国
内
だ
け
で
な
く
、
大
韓
民
国
や
中
華
人
民
共
和
国
な
ど
で
も
進
展
し
、こ
れ
ら
国
々
の
研
究
者
と
の
研
究
交
流
が
進
む
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
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そ
こ
で
支
那
鐘
を
中
心
に
近
年
の
こ
の
よ
う
な
研
究
動
向
の
一
端
を
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
は
研
究
交
流
を
あ
げ
る
と
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
四
月
に
北
京
市
文
物
局
と
大
鐘
寺
古
鐘
博
物
館
の
共
催
で
北
京
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
梵
鐘
文
化
研
究
会
」
が
開
催
さ
れ
、
筆
者
も
出
席
を
要
請
さ
れ
た
が
学
期
は
じ
め
の
た
め
参
加
で
き
な
か
っ
た
。
日
・
中
・
韓
三
国
の
研
究
者
が
参
加
し
、
こ
の
研
究
会
に
つ
い
て
は
神
崎
勝
「
東
ア
ジ
ア
梵
鐘
文
化
研
究
会
参
加
報
告
」（『
鋳
造
遺
跡
研
究
資
料
2 0 0 4
』、
鋳
造
遺
跡
研
究
会
。『
梵
鐘
』
第
十
七
号
に
再
録
、
平
成
十
六
年
十
月
。）
に
詳
し
い
。
同
年
十
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
奈
良
県
の
飛
鳥
資
料
館
で
特
別
展
示
「
古
代
の
梵
鐘
」
が
開
催
さ
れ
、
図
録
『
古
代
の
梵
鐘
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
展
示
を
記
念
し
て
十
一
月
五
日
に
は
樫
原
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
梵
鐘
」
が
開
催
さ
れ
、
支
那
鐘
に
関
し
て
大
鐘
寺
古
鐘
博
物
館
の
全
錦
雲
氏
が
「
中
国
古
鐘
の
歴
史
」
と
い
う
講
演
を
さ
れ
た
。
杉
山
洋
「『
古
代
の
梵
鐘
』
と
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
東
ア
ジ
ア
の
梵
鐘
』」（『
鋳
造
遺
跡
研
究
資
料
2 0 0 5
』、
鋳
造
遺
跡
研
究
会
。『
梵
鐘
』
第
十
九
号
に
再
録
、
平
成
十
八
年
十
月
。）
に
詳
し
い
。
ま
た
湯
川
紅
美
「
梵
鐘
研
究
の
現
状
と
課
題
｜
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
梵
鐘
」
に
参
加
し
て
｜
」（『
史
叢
』
七
一
・
七
二
合
併
号
、
平
成
十
七
年
三
月
。『
梵
鐘
』
第
十
九
号
に
再
録
。）
が
あ
る
。
平
成
十
六
年
に
中
華
人
民
共
和
国
と
日
本
で
国
際
学
会
が
開
催
さ
れ
た
の
だ
が
、
翌
年
の
九
月
、
主
に
大
鐘
寺
古
鐘
博
物
館
が
中
心
と
な
っ
て
北
京
の
和
敬
府
賓
館
で
第
一
回
北
京
国
際
古
鐘
文
化
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
首
届
北
京
国
際
古
鐘
文
化
交
流
研
討
会
）が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
、
大
鐘
寺
古
鐘
博
物
館
で
は「
フ
ラ
ン
ス
の
鐘
鈴
藝
術
と
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
展
」
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
日
本
、
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
そ
し
て
中
国
人
民
共
和
国
の
研
究
者
が
参
加
す
る
と
い
う
盛
大
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
っ
た
。
支
那
鐘
全
般
に
関
わ
る
発
表
と
し
て
は
杉
山
洋
「
古
代
梵
鐘
の
日
中
比
較
｜
東
ア
ジ
ア
三
国
の
梵
鐘
世
界
｜
」
と
全
錦
雲
「
中
国
古
鐘
の
起
源
と
変
遷
」
が
あ
っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
は
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
組
委
会
編
に
な
る
二
五
〇
頁
と
い
う
厚
さ
の
『
首
届
北
京
国
際
古
鐘
文
化
交
流
研
討
会
資
料
編
』
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
五
十
川
伸
矢
「
第
一
回
北
京
古
鐘
文
化
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
（『
鋳
造
遺
跡
研
究
資
料
2 0 0 5
』。『
梵
鐘
』第
十
九
号
に
再
録
。）に
詳
し
い
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
中
華
人
民
共
和
国
に
あ
っ
て
梵
鐘
研
究
の
中
心
は
大
鐘
寺
古
鐘
博
物
館
に
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
事
実
、
図
版
を
中
心
と
し
た
大
著
『
古
鐘
巻
』（
北
京
文
物
精
粋
大
系
北
京
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
北
京
に
あ
る
梵
鐘
の
鐘
銘
の
録
文
を
中
心
と
し
た
大
鐘
寺
古
鐘
博
物
館
編
『
北
京
古
鐘
』
上
・
下
（
北
京
燕
山
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
は
古
鐘
博
物
館
関
係
者
に
よ
る
刊
行
物
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
北
京
関
係
の
梵
鐘
の
詳
細
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
以
前
、
古
鐘
博
物
館
蔵
鐘
の
か
な
り
の
部
分
を
撮
影
し
、
鐘
銘
を
釈
文
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
が
、
こ
れ
ら
書
物
に
よ
っ
て
資
料
は
ほ
ぼ
示
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
筆
者
に
は
朗
報
で
あ
っ
た
。
ま
た
大
鐘
寺
に
関
わ
る
著
作
と
し
て
は
大
鐘
寺
古
鐘
博
物
館
編
『
古
刹
梵
鐘
』
（
中
国
農
業
科
技
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）、
大
鐘
寺
古
鐘
博
物
館
編『
大
鐘
寺
古
鐘
博
物
館
建
館
二
十
周
年
紀
念
文
集
』（
北
京
出
版
社
・
文
津
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
が
あ
り
、
同
博
物
館
の
編
著
と
し
て
は
『
中
国
古
鐘
伝
説
故
事
』（
北
京
・
文
津
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
が
あ
る
。
こ
の
他
、
梵
鐘
に
関
わ
る
研
究
書
と
し
て
は
于
『
中
国
古
鐘
史
話
』（
中
国
旅
游
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）、
華
『
鐘
鈴
象
徴
文
化
論
』（
遼
寧
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
が
あ
り
、
著
者
は
と
も
に
大
鐘
寺
古
鐘
博
物
館
に
関
係
す
る
研
究
者
で
あ
る
。
ま
た
一
般
む
け
の
書
物
と
し
て
は
朱
英
麗
・
曽
萱
『
北
京
鐘
鼓
楼
』
（
北
京
美
術
摂
影
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）、
于
『
歴
代
詠
鐘
対
聯
精
選
』（
農
村
読
物
出
版
社
、二
〇
〇
四
年
）と
い
っ
た
も
の
も
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
３
）
次
に
近
年
の
日
本
で
の
支
那
鐘
の
研
究
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。『
梵
鐘
』
誌
の
〔
関
係
文
献
紹
介
〕
欄
に
あ
げ
ら
れ
た
も
の
を
中
心
に
関
係
論
文
を
あ
げ
る
と
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
・
大
熊
恒
靖
「
中
国
鐘
の
音
｜
中
国
鐘
と
和
鐘
の
音
の
特
徴
｜
」（『
梵
鐘
』
第
五
石 田 肇
― ―48
号
、
平
成
八
年
十
月
）
・
石
田
肇
「
河
北
省
宣
化
県
の
清
遠
楼
と
鐘
」（『
梵
鐘
』
第
八
号
、
平
成
十
年
四
月
）
・
大
鳥
居
総
夫
「
中
国
鐘
見
学
記
」（『
梵
鐘
』
第
十
号
、
平
成
十
一
年
五
月
）
・
神
崎
勝
「
中
国
鐘
の
分
類
に
つ
い
て
」（『
梵
鐘
』
第
十
二
号
、
平
成
十
二
年
十
月
）
・
全
錦
雲
（
神
崎
勝
訳
）「
中
国
鐘
の
変
遷
と
そ
の
歴
史
的
背
景
」（『
梵
鐘
』
第
十
三
号
、
平
成
十
三
年
十
一
月
）
・
斉
藤
善
夫
「『
支
那
禅
刹
図
式
』
の
中
の
何
山
寺
鐘
」（『
史
迹
と
美
術
』
第
七
三
五
号
、
平
成
十
五
年
六
月
。
同
『
梵
鐘
探
求
余
滴
』
所
収
、
同
頒
布
会
、
平
成
十
九
年
。）
・
全
錦
雲
（
石
田
肇
訳
）「
中
日
梵
鐘
の
比
較
研
究
」（『
梵
鐘
』
第
二
十
号
、
平
成
十
九
年
十
月
）
・
神
崎
勝
「
中
国
鐘
の
変
遷
と
地
域
的
特
色
」（『
立
命
館
大
学
考
古
学
論
集
』
Ⅴ
、
平
成
二
十
二
年
五
月
）
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
支
那
鐘
に
か
か
わ
る
関
係
文
献
は
量
的
に
は
き
わ
め
て
少
な
い
、
と
い
う
印
象
で
あ
る
。
ま
た
朝
鮮
鐘
の
研
究
蓄
積
に
比
べ
て
も
少
な
い
の
で
あ
る
。
朝
鮮
鐘
に
見
ら
れ
る
飛
天
像
な
ど
は
和
鐘
に
も
反
映
さ
せ
た
例
が
多
く
あ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
朝
鮮
鐘
の
模
鐘
、
ま
た
和
鐘
と
朝
鮮
鐘
を
混
淆
さ
せ
た
作
例
が
多
い
こ
と
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
、
日
本
で
は
朝
鮮
鐘
へ
の
関
心
は
支
那
鐘
に
比
べ
る
と
高
い
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
事
実
か
ら
す
れ
ば
支
那
鐘
へ
の
関
心
が
低
い
こ
と
は
肯
わ
れ
る
の
で
は
あ
る
が
、
一
方
で
黄
檗
宗
を
中
心
に
支
那
鐘
の
影
響
を
受
け
た
作
例
が
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
斉
藤
善
夫
氏
の
以
下
の
一
連
の
論
文
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
・
斉
藤
善
夫
「
高
岡
山
瑞
龍
寺
の
模
造
支
那
鐘
｜
鐘
銘
を
中
心
に
｜
」（『
梵
鐘
』
第
五
号
、
平
成
八
年
十
月
。
同
『
富
山
・
石
川
梵
鐘
考
』
所
収
、
北
陸
石
仏
の
会
、
平
成
十
年
。『
梵
鐘
研
究
余
滴
』
所
収
。）
・
斉
藤
善
夫
「
瑞
龍
寺
の
模
造
支
那
鐘
文
様
種
型
」（『
大
境
』
第
一
八
号
、
平
成
八
年
）
・
斉
藤
善
夫
「
隠
元
隆
撰
銘
の
梵
鐘
」（『
黄
檗
文
化
』
第
一
一
九
号
、
平
成
十
二
年
五
月
。『
梵
鐘
研
究
余
滴
』
所
収
。）
・
斉
藤
善
夫
「
摂
津
仏
眼
寺
鐘
の
祖
形
」（『
梵
鐘
』
第
十
六
号
、
平
成
十
五
年
十
月
。『
梵
鐘
探
求
余
滴
』
所
収
。）
・
斉
藤
善
夫
「
隠
元
・
黄
檗
に
係
る
梵
鐘
の
形
状
と
文
様
に
つ
い
て
」（『
黄
檗
文
化
』
第
一
二
三
号
、
平
成
十
六
年
七
月
。『
梵
鐘
研
究
余
滴
』
所
収
。）
江
戸
時
代
に
支
那
鐘
の
影
響
を
受
け
た
作
例
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
そ
れ
ら
作
例
が
知
ら
れ
る
こ
と
に
は
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
第
二
次
大
戦
中
の
金
属
供
出
に
よ
り
多
く
の
梵
鐘
が
失
わ
れ
て
お
り
、
失
わ
れ
た
中
に
は
支
那
鐘
の
影
響
を
受
け
た
も
の
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
測
さ
れ
よ
う
。
（
４
）
以
上
の
よ
う
な
具
合
で
、
支
那
鐘
へ
の
言
及
は
少
な
い
の
で
は
あ
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
日
本
に
関
わ
る
支
那
鐘
の
知
見
は
今
後
ふ
え
る
可
能
性
が
あ
り
、
日
本
現
存
の
支
那
鐘
な
ら
び
に
支
那
鐘
に
関
連
す
る
研
究
は
よ
り
深
化
し
て
行
く
で
あ
ろ
う
。
三
前
掲
拙
稿
で
日
本
に
現
存
す
る
支
那
鐘
を
報
告
し
た
が
、
そ
の
後
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
?
日
本
現
存
支
那
鐘
?
有
紀
年
四
口
（
内
一
口
は
骨
董
店
所
有
）。
?
日
本
現
存
支
那
鐘
?
無
紀
年
一
口
。
?
佚
亡
鐘
?
一
口
。
を
知
り
得
た
。
こ
の
他
に
、?
現
所
在
不
明
鐘
?が
数
口
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
現
在
の
と
こ
ろ
所
在
不
明
の
も
の
で
、
骨
董
店
で
売
ら
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
な
ど
で
あ
る
。
詳
し
い
デ
ー
タ
は
未
詳
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
元
代
の
も
の
と
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
一
方
、
道
観
な
ど
に
新
鋳
さ
れ
輸
入
さ
れ
た
例
が
知
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
現
段
階
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で
は
調
査
対
象
外
と
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
、
一
応
、?
調
査
対
象
外
?と
し
て
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
日
本
で
支
那
鐘
を
模
し
た
可
能
性
の
あ
る
も
の
が
一
口
あ
る
の
で
、
こ
れ
は
?
参
考
例
?
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
今
後
、
現
存
支
那
鐘
は
増
え
る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
輸
入
さ
れ
る
可
能
性
は
充
分
あ
る
。
そ
し
て
日
本
か
ら
輸
出
さ
れ
た
例
も
あ
り
、
引
き
合
い
も
あ
る
と
い
う
。
（
５
）
確
実
に
支
那
鐘
は
増
え
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
以
下
、?
日
本
現
存
支
那
鐘
?
五
口
、
そ
し
て
?
佚
亡
鐘
?
一
口
を
説
明
す
る
が
、
記
述
は
前
掲
「
日
本
現
存
支
那
鐘
鐘
銘
集
成
稿
（
上
）」
の
凡
例
に
準
ず
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
前
掲
「
日
本
現
存
支
那
鐘
将
来
の
経
緯
」
で
は
そ
れ
ぞ
れ
時
代
順
に
通
し
番
号
を
付
し
た
が
、
小
稿
で
は
有
紀
年
鐘
に
つ
い
て
は
時
代
順
に
補
遺
1
か
ら
補
遺
4
と
番
号
を
つ
け
、
無
紀
年
鐘
は
補
遺
5
と
す
る
。
そ
の
他
の
?
現
所
在
不
明
鐘
??
調
査
対
象
外
??
参
考
例
?
は
概
要
を
記
す
に
と
ど
め
る
。
?
日
本
現
存
支
那
鐘
?
補
遺
1
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
鐘
嘉
靖
四
年
（
一
五
二
五
）
〔
図
1
〜
2
〕
①
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
島
根
県
大
社
町
本
鐘
の
所
蔵
者
は
島
根
県
雲
南
市
木
次
町
の
西
善
寺
で
、
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
②
大
明
嘉
靖
四
年
二
月
十
八
日
③
総
高
九
〇
?五
龍
頭
高
一
九
?五
口
径
五
七
?〇
④
上
段
池
の
間
四
区
、
下
段
池
の
間
四
区
に
銘
文
あ
り
。
上
段
第
一
区
に
は
紀
年
が
あ
り
、
鐘
銘
の
主
文
で
あ
る
。
以
下
、
関
係
し
た
人
物
の
名
が
あ
げ
ら
れ
、
下
段
池
の
間
第
四
区
に
は
四
言
四
行
の
常
套
句
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
文
字
は
下
段
池
の
間
第
二
区
の
「
布
俊
」、「
韓
奉
」、「
蔡
玉
」
が
陰
刻
で
あ
る
以
外
は
全
て
陽
鋳
で
あ
る
。
ま
た
上
段
池
の
間
第
二
区
の
「
李
斌
」
の
斌
字
は
武
が
陽
鋳
で
、
後
に
文
を
陰
刻
し
て
お
り
、
か
な
り
文
字
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
後
掲
の
杉
山
氏
の
調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、
鐘
身
下
端
下
面
に
「
直
然
新
添
」
の
四
字
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
尚
、
鐘
銘
の
釈
文
は
筆
者
の
解
釈
を
優
先
し
た
。
○
大
明
嘉
靖
四
年
二
月
十
八
日
岳
強
李
恂
康
福
内
官
監
太
監
掌
靈
臺
王
澤
雷
鳴
張
李
印
誠
等
謹
発
誠
心
李
激
李
玉
趙
玉
喜
捨
資
財
修
理
本
臺
朱
亮
和
劉?
慶
佛
堂
佛
像
重
修
添
設
羅
張
光
渠
政
銀
儒
漢
護
法
伽
藍
二
十
尊
天
花
徐
靈
蘭
宗
何
権?
全
備?
無
銅
鍾
一
口
懸
閏
祚
王
実
金
福
掛
朝
夕
鳴
響
祝
延
黄
和
陳
朗
伍
寧
聖
壽
保
佑
各
官
四
時
吉
□
憲
徐
金
艾
党
慶
八
勒
康
寧
永
為
供
奉
王
陽
銭
忠
張
和
李
宸
沈
堂
熊
勝
○
閏
志
賢
張
真
盧
鑑
全
保
呂
環
韓
張
惠
周
名
梁
安
楊
俸
張
洪
李
符
林
惠
劉?
璽?
趙
泰
張
云
孫
霑
劉?
定
陳
増
汪
積
陳
魁
容
達
劉?
得
王
布
俊
殷
文
閏
永
鄭
？径
李
趙
云
西
榮
閏
靖
黎
民
李
？環
劉?
剛?
任
忠
王
全
□
通
王
文
米
端
郭
順
趙
衡
白
相
王
金
王
呆
孫
遷?
？樵
洪
劉?
良
李
斌
張
思
王
江
宣
王
鑵
張
明
王
鑑
李
虎
張
清
劉?
臣
輔
韓
奉
蔡
玉
○
陳
祐
李
清
朱
明
楊
奇
童
巧
胡
珂
恭
奉
夫
人
高
氏
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李
政
雇
環
林
忠
□
奉
夫
人
氏
李
僑
?
忠
劉?
□
老
二
王
浦
惠
李
秀
劉?
春
郭
朝
唐
氏
房
氏
□
氏
張
玉
朝
孟
宝
趙
氏
□
氏
秀
氏
田
儀
斉
春
王
隠
張
氏
劉?
氏
李
氏
陳
張
堂
田
特
氏
王
英
李
昇
高
□
寧
劉?
王
清
○
宋
？奕
張
敬
胡
進
申
德
田
成
張
敏
皇
圖
鞏
固
胡
銘
王
鵬
張
昌
楊
安
常
宥
陳
雄
帝
道
昌
張
杲
魏
堂
周
俊
王
昊
馬
受
趙
欽
佛
日
増
輝
高
成
呉
忠
王
周
□
？缶
洪
張
憲
渠
法
輪
常
轉
廖
□
陳
安
王
衡
楊
□
銀
海
王
懐
⑤
龍
頭
は
精
巧
で
二
頭
が
腹
部
で
つ
な
が
り
、
頂
部
に
火
焔
宝
珠
が
あ
る
。
鐘
身
頂
部
に
は
穴
が
あ
り
、
上
帯
に
は
十
二
の
蓮
弁
。
池
の
間
は
上
下
各
四
区
。
下
帶
に
八
卦
紋
、
撞
座
は
四
で
、
下
縁
は
八
葉
。
⑥
日
本
へ
の
舶
載
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、第
二
次
大
戦
直
後
、西
善
寺
の
先
々
代
住
職
が
松
江
の
鉄
工
所
で
購
入
し
た
と
い
う
。
西
善
寺
で
は
梵
鐘
を
供
出
し
て
お
り
、
そ
の
か
わ
り
に
購
入
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
音
が
悪
く
、
新
鐘
を
鋳
造
後
、
本
堂
で
保
管
し
て
い
た
が
、
島
根
県
立
博
物
館
（
現
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
）
に
寄
託
さ
れ
た
。
⑦
杉
山
洋
「
梵
鐘
の
話
（
六
）
島
根
県
木
次
町
西
善
寺
鐘
」（『
梵
鐘
』
第
十
六
号
、
平
成
十
五
年
十
月
）。
杉
山
氏
に
よ
る「
島
根
県
立
博
物
館
蔵
中
国
鐘
調
査
報
告
」
書
（
平
成
十
三
年
一
月
）。
⑧
平
成
十
七
年
十
一
月
三
十
日
、
当
時
の
島
根
県
立
博
物
館
に
て
調
査
。
湯
川
紅
美
氏
同
行
。
⑨
こ
の
梵
鐘
は
宦
官
に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
北
京
の
ど
こ
に
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
宦
官
の
寄
進
に
関
わ
る
も
の
は
多
く
あ
り
、
日
本
に
も
前
掲
拙
稿
「
日
本
現
存
支
那
鐘
鐘
銘
集
成
稿
（
下
）」
の
19
熊
野
神
社
鐘
、
20
根
津
美
術
館
鐘
な
ど
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
張
敏
「
試
論
明
朝
宦
官
的
広
鋳
銅
鐘
」（『
大
鐘
寺
古
鐘
博
物
館
二
十
周
年
紀
年
文
集
』）、
于
「
明
代
宦
官
鋳
鐘
」（
前
掲
『
北
京
古
鐘
』（
上
））
と
い
う
論
文
が
あ
る
。
補
遺
2
某
骨
董
店
鐘
嘉
靖
二
十
九
年
（
一
五
五
〇
）
〔
図
3
〕
①
某
骨
董
店
②
嘉
靖
二
十
九
年
二
月
吉
日
③
概
寸
総
高
六
〇
龍
頭
高
一
一
口
径
五
〇
④
池
の
間
四
区
に
陽
鋳
の
銘
文
あ
り
。
第
四
区
は
紀
年
・
鋳
物
師
の
部
分
と
「
皇
帝
萬
歳
」
の
部
分
が
二
分
割
さ
れ
て
い
る
。
拓
本
を
取
っ
て
い
な
い
の
で
釈
文
に
は
不
分
明
な
部
分
が
あ
る
。
山
西
太
源
府
石
州
寧
須
縣
長
安
都
既
児
？
村
○
善
人
楊
室
人
劉?
氏
王
氏
○
李
氏
男
楊
虎
?
故
父
楊
敏
故
母
張
氏
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王
氏
○
弟
楊
中
和妻
武
氏
楊
魁
妻
氏
○
錫
氏
男
楊
根
鎖
陰?
補？
楊
満?妻
劉?
氏
楊
彬
済
妻
穆
氏
○
楊
希
仁
妻
王
氏
○
嘉
靖
二
十
九
年
二
月
吉
日
造
金
火
匠
人
高
懐
秀
○
送
鍾
人
高
友
倉
皇
帝
萬
歳
○
⑤
鉄
鐘
で
笠
形
に
穴
四
つ
、
下
縁
は
八
葉
で
、
各
葉
に
八
卦
紋
と
小
さ
な
撞
座
あ
り
。
⑥
店
主
に
よ
る
と
近
年
に
北
京
か
ら
の
輸
入
と
い
う
。
⑧
平
成
十
五
年
二
月
十
日
、
同
十
九
年
二
月
六
日
。
⑨
本
鐘
の
存
在
は
鈴
木
勉
氏
の
教
示
に
よ
る
。
本
鐘
は
山
西
省
太
源
府
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
補
遺
3
老
子
製
作
所
鐘
乾
隆
十
三
年
（
一
七
四
八
）
〔
図
4
〕
①
富
山
県
高
岡
市
戸
出
栄
町
②
乾
隆
十
三
年
八
月
吉
日
③
総
高
八
三
?六
龍
頭
高
一
六
?五
口
径
六
四
④
池
の
間
四
区
に
陽
鋳
の
銘
文
あ
り
。
笠
形
に
「
南
無
衛
妙
音
菩
薩
之
位
」
と
逆
時
計
回
り
に
陽
鋳
さ
れ
て
い
る
。
本
鐘
は
鉄
鐘
で
か
つ
屋
外
に
あ
っ
た
た
め
錆
が
ひ
ど
く
、
鐘
銘
に
は
釈
文
で
き
な
い
部
分
か
な
り
が
あ
る
。
南
部
洲
無
大
清
國
京
都
順
天
府
東
安
？安
□
□
□
司
□
□
□
城
北
北
村
□
□
業
善
人
石
天
祥
李
秀
発
張
昌
？倍
石
仲
廣
南
李
治
高
文
秀
□
□
□
□
□
□
高
□
？海
□
□
高
廷
□
□
□
□
高
望
□
溥
張
蕭
貴
史
□
位
張
文
州
史
成
風
趙?
之
□
高
連
？城
寶
國
祥
國
瑤
常
國
□
康
慶
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之趙?
安
周
石
天
印
石
天
良
石
天
棟
□
□
高
存
智
高
廷
学?
高
廷
佐
高
廷
佑
高
千
高
万
薩
高
得
平
史
進
孝
高
□
林
仲
□
林
之
茂
石
天
俊
□
□
□
深
洲
菩
王
進
才
張
□
王
大
用
京
都
楊
文
廣
平
殷
劉?
成
先
音
脚
河
魯
運
昌
妙
住
持
僧
普
安？
徒通
理來
衛
乾
隆
拾
三
年
八
月
吉
日
造
⑤
鉄
鐘
で
あ
る
。
上
帯
に
四
つ
の
穴
、
蓮
弁
は
八
。
下
帶
に
八
卦
紋
。
下
縁
は
八
葉
。
撞
座
な
し
。
亀
裂
が
二
本
あ
る
。
⑥
舶
載
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
数
十
年
前
か
ら
老
子
製
作
所
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
同
製
作
所
は
梵
鐘
な
ど
の
仏
具
の
鋳
造
で
知
ら
れ
る
。
⑦
斉
藤
善
夫
「
梵
鐘
流
転
（
一
〇
）」（『
富
山
史
壇
』
第
一
五
九
号
、
平
成
二
十
一
年
七
月
）。
⑧
平
成
二
十
二
年
七
月
十
四
日
。
⑨
本
鐘
の
存
在
は
斉
藤
善
夫
氏
の
教
示
に
よ
る
。
鐘
銘
に
よ
る
と
本
鐘
は
北
京
順
天
府
東
安
県
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
補
遺
4
個
人
蔵
咸
豊
年
間
（
一
八
五
一
〜
六
一
）
〔
図
5
〕
①
個
人
蔵
②
大
清
咸
□
十
月
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③
総
高
五
六
龍
頭
高
八
口
径
五
六
④
本
鐘
は
鉄
鐘
で
保
存
状
態
が
か
な
り
悪
く
、
池
の
間
四
区
の
上
部
に
二
字
づ
つ
「
国
太
・
民
安
・
風
調
・
雨
順
」
の
定
型
句
が
陽
鋳
さ
れ
、
ま
た
わ
ず
か
に
陽
鋳
の
文
字
が
判
読
さ
れ
る
。
国太民安
□
□
□
風
文
□
□
□
□
調
大
清
咸
□
□
□
十
月
吉
□
□
□
□
雨順
⑤
鉄
鐘
。
笠
形
に
穴
四
つ
。
下
縁
は
八
葉
、
各
々
に
瓢
箪
状
の
模
様
が
陽
鋳
さ
れ
て
い
る
。
⑥
日
本
へ
の
舶
載
の
経
緯
は
不
明
。
骨
董
商
か
ら
の
購
入
。
⑧
平
成
二
十
一
年
三
月
四
日
、
福
井
卓
蔵
氏
同
行
。
同
二
十
二
年
五
月
十
一
日
、
大
熊
恒
靖
氏
・
福
井
卓
蔵
氏
同
行
。
⑨
本
鐘
の
存
在
は
福
井
卓
蔵
氏
の
教
示
に
よ
る
。清
の
咸
豊
年
間
の
も
の
で
あ
る
。
補
遺
5
個
人
蔵
無
紀
年
〔
図
6
〕
①
個
人
蔵
②
総
高
二
一
?九
龍
頭
高
三
?六
口
径
一
四
?七
④
無
銘
⑥
鐘
身
頂
部
に
穴
、
上
帯
は
蓮
弁
八
、
上
部
池
の
間
四
区
、
下
部
池
の
間
四
区
、
下
縁
は
八
葉
で
そ
れ
ぞ
れ
に
撞
座
あ
り
。
⑦
日
本
へ
の
舶
載
の
経
緯
は
不
明
。
骨
董
商
か
ら
の
購
入
。
茶
室
な
ど
の
喚
鐘
と
し
使
用
さ
れ
て
い
た
模
様
。
⑧
平
成
二
十
二
年
五
月
十
五
日
。
⑨
本
鐘
の
よ
う
な
小
形
の
鐘
は
日
本
に
も
い
く
つ
か
あ
る
が
（
前
掲
「
日
本
現
存
支
那
鐘
鐘
銘
集
成
稿
（
下
）」
に
挙
げ
た
30
の
長
楽
寺
鐘
、
無
紀
年
2
鐘
な
ど
）、
前
掲
『
古
鐘
巻
』
に
も
北
京
の
小
形
鐘
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
本
鐘
と
同
じ
く
そ
れ
ら
は
無
銘
で
あ
る
。
日
本
の
半
鐘
と
同
じ
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
無
銘
の
も
の
は
余
っ
た
湯
（
金
属
）
で
鋳
造
し
た
物
で
あ
ろ
う
。
?
佚
亡
鐘
?
〔
図
7
〕
長
崎
県
の
対
馬
に
は
、
そ
の
地
理
的
位
置
を
反
映
し
て
様
々
な
梵
鐘
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
和
鐘
、
朝
鮮
鐘
、
和
鮮
混
淆
型
式
鐘
、
韓
支
混
淆
型
式
鐘
、
模
造
朝
鮮
鐘
で
あ
り
、
佚
亡
し
て
し
ま
っ
た
支
那
鐘
で
あ
る
。
こ
の
支
那
鐘
は
『
対
馬
紀
事
』
附
録
巻
二
に
見
え
る
〔
図
7
〕
の
よ
う
な
か
た
ち
の
仁
位
村
（
現
豊
玉
町
仁
位
）
の
天
神
宮
鐘
で
あ
り
、
総
高
一
尺
五
寸
、
口
径
一
尺
、
六
稜
鐘
つ
ま
り
下
縁
は
六
葉
で
あ
っ
た
。
（
６
）
?
現
所
在
不
明
鐘
?
〔
図
8
〕
現
在
、
所
在
が
不
明
の
支
那
鐘
が
数
口
あ
り
、
い
ず
れ
も
骨
董
店
で
売
ら
れ
て
― ―54
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い
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
が
目
に
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
教
示
さ
れ
た
も
の
を
あ
げ
る
と
、
ま
ず
あ
る
骨
董
店
で
は
総
高
二
〇
㎝
前
後
の
明
の
成
化
年
間
（
一
四
六
五
〜
八
七
）
と
清
の
乾
隆
年
間
（
一
七
三
六
〜
九
五
）
の
も
の
を
見
た
し
、
こ
の
店
で
は
以
前
も
小
形
の
支
那
鐘
を
売
っ
た
と
い
い
、
そ
の
写
真
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
こ
れ
ら
は
愛
玩
用
あ
る
い
は
喚
鐘
用
で
あ
る
。
前
記
無
紀
年
個
人
蔵
の
小
形
鐘
と
同
様
で
あ
ろ
う
。
こ
の
骨
董
店
の
経
営
者
に
よ
る
と
、
そ
れ
ら
の
な
か
に
は
北
京
の
家
園
旧
貨
市
場
や
瑠
璃
廠
の
海
王
村
で
仕
入
れ
た
も
の
が
あ
る
と
い
う
。ま
た
某
氏
の
教
示
に
よ
る
と
、
某
骨
董
店
で
は
〔
図
8
〕
の
よ
う
な
鐘
が
売
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
詳
し
い
デ
ー
タ
は
不
明
で
あ
る
が
、
店
に
よ
る
と
元
代
の
も
の
と
い
い
、
鐘
身
頂
部
に
穴
が
あ
り
、
上
帯
に
当
た
る
部
分
に
穴
が
四
つ
、
下
縁
は
八
葉
で
そ
れ
ぞ
れ
に
八
卦
紋
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
?
調
査
対
象
外
?
〔
図
9
〜
10
〕
調
査
対
象
外
の
も
の
を
本
稿
で
取
り
あ
げ
る
の
は
矛
盾
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
近
年
に
鋳
造
さ
れ
た
支
那
鐘
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
ら
は
中
国
に
発
注
し
て
道
観
な
ど
に
新
し
く
鋳
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
段
階
で
は
こ
れ
ら
は
歴
史
的
に
は
価
値
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
日
本
か
ら
梵
鐘
が
輸
出
さ
れ
た
例
が
あ
っ
た
り
、
引
き
合
い
が
あ
っ
た
り
す
る
現
状
で
は
、
調
査
対
象
外
と
し
て
近
年
の
梵
鐘
を
あ
げ
て
お
く
こ
と
は
意
義
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
に
も
い
わ
ゆ
る
道
観
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
近
年
に
建
立
さ
れ
た
そ
れ
ら
に
は
鼓
楼
と
対
に
鐘
楼
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
鐘
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
二
十
数
年
前
、
神
戸
の
関
帝
廟
を
み
た
折
に
は
、
そ
こ
に
あ
っ
た
鐘
は
和
鐘
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
九
五
年
に
開
廟
し
た
埼
玉
県
坂
戸
市
の
聖
天
宮
で
は
一
九
八
五
年
に
鼓
楼
と
鐘
楼
が
着
工
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
は
鐘
楼
の
鐘
を
見
て
は
い
な
い
が
支
那
鐘
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま
た
二
〇
〇
六
年
に
建
立
さ
れ
た
横
浜
中
華
街
の
祖
廟
の
鐘
楼
に
は
支
那
鐘
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
す
ぐ
近
く
の
関
帝
廟
に
も
鐘
楼
を
造
る
計
画
が
あ
る
と
仄
聞
し
て
い
る
。
日
本
の
寺
院
で
支
那
鐘
を
発
注
し
た
例
は
い
く
つ
か
あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
こ
で
は
群
馬
県
甘
楽
郡
下
仁
田
町
の
靈
山
寺
の
支
那
鐘
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
（
７
）
こ
れ
は
〔
図
9
〕
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
平
成
十
一
年
の
完
成
で
、
上
海
交
通
大
学
教
授
の
盛
宗
毅
の
設
計
監
修
、
中
華
青
銅
文
化
復
興
公
司
の
鋳
造
で
あ
る
。
日
本
で
鋳
造
し
た
支
那
鐘
の
意
匠
の
例
を
二
例
あ
げ
て
お
き
た
い
。
長
野
県
上
高
井
郡
小
布
施
町
の
岩
松
院
は
葛
飾
北
斎
の
天
井
絵
で
知
ら
れ
る
が
、
鈴
木
勉
氏
の
教
示
に
よ
る
と
、
本
堂
の
殿
鐘
は
〔
図
10
〕
の
よ
う
に
支
那
鐘
の
意
匠
で
あ
る
。
鐘
銘
に
よ
る
と
、
平
成
六
年
の
鋳
造
で
、
制
作
者
は
上
海
交
通
大
学
の
中
国
芸
術
研
究
所
の
盛
宗
毅
教
授
で
、
足
利
市
の
鋳
匠
鴇
田
力
が
か
か
わ
っ
て
い
る
。
住
職
に
よ
る
と
実
際
の
制
作
は
高
岡
の
老
子
製
作
所
で
あ
る
と
い
う
。
日
本
で
の
鋳
造
で
あ
る
た
め
か
細
部
に
は
和
鐘
の
雰
囲
気
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
筆
者
未
見
で
は
あ
る
が
、
老
子
製
作
所
に
よ
る
と
兵
庫
県
加
東
市
秋
津
の
寿
福
寺
の
鐘
は
老
子
製
作
所
の
鋳
造
で
、
支
那
鐘
の
意
匠
で
あ
る
と
い
う
。
?
参
考
例
?
〔
図
11
〕
支
那
鐘
と
い
わ
れ
る
が
、
筆
者
に
は
は
た
し
て
そ
う
か
確
信
の
持
て
な
い
も
の
が
あ
る
。
小
稿
で
は
参
考
例
と
し
て
取
り
あ
げ
た
い
。
そ
れ
は
広
島
県
竹
原
市
下
野
町
の
宝
泉
寺
の
鐘
で
あ
る
。
久
保
昭
登『
安
藝
竹
原
寶
泉
寺
』（
平
成
十
一
年
著
者
刊
）
に
よ
る
と
、
明
治
三
十
五
年
頃
、
持
ち
込
ま
れ
た
と
い
わ
れ
、
久
保
は
竹
原
の
照
蓮
寺
に
支
那
鐘
が
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
鐘
は
〔
図
11
〕の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
総
高
七
二
、
龍
頭
高
一
二
、
口
径
四
九
?五
と
い
う
大
き
さ
で
無
銘
で
あ
る
。
鐘
身
頂
部
に
穴
が
あ
り
、
下
縁
は
六
葉
で
一
見
し
て
照
蓮
寺
の
支
那
鐘
と
よ
く
似
て
お
り
、
大
き
さ
も
鐘
身
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
但
し
、
照
蓮
寺
鐘
の
上
帯
は
十
二
の
蓮
弁
で
あ
る
の
に
対
し
て
寶
泉
寺
鐘
は
唐
草
文
様
で
あ
り
、
寶
泉
寺
鐘
の
龍
頭
は
和
鐘
の
そ
れ
に
近
い
。
寶
泉
寺
に
は
こ
の
鐘
に
関
す
る
記
録
は
一
切
な
く
、
そ
の
伝
来
の
経
緯
な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
筆
者
と
し
て
は
、
そ
の
大
き
さ
と
意
匠
か
ら
し
て
お
そ
ら
く
は
照
蓮
寺
鐘
を
模
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
照
連
寺
鐘
に
つ
い
て
は
前
掲
拙
稿
「
日
本
現
存
支
那
鐘
鐘
銘
集
成
稿
（
下
）」
の
28
照
蓮
寺
鐘
参
照
。
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四以
上
、
前
掲
拙
稿
を
補
う
た
め
に
補
遺
を
報
告
し
た
。
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
鐘
や
老
子
製
作
所
鐘
の
よ
う
に
新
た
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
支
那
鐘
が
あ
る
以
上
、
今
後
も
新
た
な
も
の
が
知
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
某
骨
董
店
鐘
や
個
人
蔵
鐘
の
よ
う
に
骨
董
店
が
介
在
し
て
い
る
も
の
や
、
ま
た
現
在
不
明
鐘
で
記
し
た
よ
う
に
骨
董
市
場
で
流
通
し
て
い
た
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
他
、
調
査
対
象
外
と
し
て
近
年
に
鋳
造
輸
入
さ
れ
た
も
の
や
日
本
で
鋳
造
さ
れ
た
支
那
鐘
の
意
匠
の
も
の
等
が
あ
る
。
前
掲
拙
稿
を
発
表
し
て
か
ら
十
年
餘
、
近
年
に
鋳
造
さ
れ
た
も
の
以
外
に
十
口
近
い
支
那
鐘
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
、
新
た
に
知
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
し
、
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
り
、
日
本
で
支
那
鐘
の
意
匠
の
鐘
が
鋳
造
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
ま
た
小
稿
の
続
編
を
報
告
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。支
那
鐘
に
か
か
わ
る
情
報
を
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
?
註
?
?1
）
日
本
古
鐘
研
究
会
は
『
梵
鐘
』
第
二
十
号
の
刊
行
を
も
っ
て
実
質
的
に
休
会
の
状
況
に
な
っ
た
。
関
心
の
あ
る
向
き
は
副
会
長
で
あ
っ
た
筆
者
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
。
?2
）
日
本
古
鐘
研
究
会
会
長
で
あ
っ
た
撫
石
庵
真
鍋
孝
志
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
立
正
大
学
学
園
か
ら
『
撫
石
庵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
考
古
資
料
図
録
』（
平
成
十
二
年
）、『
同
Ⅱ
』
（
平
成
十
三
年
）、『
同
Ⅲ
』（
平
成
二
十
一
年
）が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
支
那
鐘
に
関
し
て
は
Ⅱ
・
Ⅲ
で
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
支
那
鐘
は
前
掲
拙
稿
で
は
個
人
蔵
と
し
て
あ
げ
た
が
、
当
時
は
高
知
市
の
故
岡
本
文
雄
氏
の
所
蔵
で
あ
っ
た
。
?3
）
こ
れ
ら
古
鐘
博
物
館
関
係
出
版
物
に
つ
い
て
筆
者
は
『
梵
鐘
』
第
十
七
号
・
十
八
号
・
二
十
号
で
書
評
・
紹
介
し
た
。
?4
）
斉
藤
氏
が
あ
げ
て
い
な
い
例
を
一
例
あ
げ
る
と
、
鳥
取
県
八
頭
郡
八
東
町
の
長
源
寺
に
は
延
享
五
年
在
銘
の
八
葉
鐘
が
あ
る
。
有
福
友
好
『
梵
鐘
』（
昭
和
五
十
六
年
）
参
照
。
ま
た
森
徳
一
郎
『
亡
鐘
遺
響
』（
昭
和
四
一
年
）
に
よ
る
と
、
愛
知
県
碧
南
郡
知
立
町
牛
田
の
泉
倉
寺
に
は
元
禄
九
年
在
銘
の
八
葉
鐘
が
あ
っ
た
が
戦
時
供
出
さ
れ
た
と
い
う
。
?5
）
台
北
県
金
山
郷
の
法
鼓
山
に
平
成
十
八
年
、
中
華
民
国
最
大
の
鐘
で
あ
る
法
華
鐘
が
老
子
製
作
所
か
ら
納
品
さ
れ
た
。
ま
た
同
製
作
所
に
は
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
も
引
き
合
い
が
あ
る
と
い
う
。
?6
）
拙
稿
「
対
馬
の
朝
鮮
鐘
に
か
か
わ
る
新
資
料
」（『
梵
鐘
』
第
十
三
号
、
平
成
十
三
年
十
一
月
）、
拙
稿
「
在
日
本
的
各
種
型
式
的
古
鐘
」（
前
掲
『
首
届
北
京
国
際
古
鐘
文
化
交
流
研
討
会
資
料
編
』
所
収
）
参
照
。
?7
）
本
鐘
の
存
在
は
山
口
幸
男
氏
の
教
示
に
よ
る
。
本
田
美
穂
他
「
郷
土
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
に
関
す
る
社
会
科
地
域
調
査
｜
下
仁
田
の
夏
の
場
合
｜
」（『
群
馬
大
学
社
会
科
教
育
論
集
』
第
十
号
平
成
十
三
年
三
月
）
参
照
。
?
附
記
?
小
稿
を
報
告
す
る
に
あ
た
っ
て
は
所
蔵
者
、
管
理
者
、
管
理
機
関
の
各
位
に
御
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
（
庚
寅
九
月
十
日
稿
）
（
平
成
二
十
二
年
九
月
二
十
四
日
受
理
）
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石 田 肇
図１ 古代出雲歴史博物館鐘
図２ 同 上段第1区拓本
図３ 某骨董店鐘図４ 老子製作所鐘
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図
８
某
骨
董
店
鐘
図
７
仁
位
村
天
神
宮
鐘
図
５
個
人
蔵
図
６
個
人
蔵
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石 田 肇
図９ 靈山寺鐘
図11 宝泉寺鐘
図10 岩松院鐘
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